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議  事  件  名  会  議  の  経  過  及  び  結  果 

 

審議案件 

（１）令和元年度戸田市国民健康保険特別会計補正予算（案）について 

（２）令和２年度戸田市国民健康保険事業運営方針及び事業計画（案）について 

（３）令和２年度戸田市国民健康保険特別会計当初予算（案）について 

 

 その他 

（１）台風第１９号の災害救助法による、保険税の減免及び一部負担金免除について 

   （２）税制改正について 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

 

委   員 

 

会   長 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

委   員 

 

 

 

司会及び開会のあいさつ、資料確認 

   

あいさつ 

 

出欠状況報告（１５名中１１名出席） 

 

○戸田市国民健康保険に関する規則第４条第４項の規定に基づき会議に必

要な定足数に足りているため会議が有効である旨を報告 

   

○戸田市国民健康保険に関する規則第４条第１項の規定に基づき会長が議

長となる旨報告 

 

それでは、次第に基づきまして、進行いたします。 

 

○議事録署名人の指名（早舩 委員、原島 委員） 

   

（１）令和元年度戸田市国民健康保険特別会計補正予算（案）について、

事務局から説明をお願いします。 

 

【案件（１）資料に基づき説明を行う。】 

 

事務局からの説明内容につきまして、ご意見等ございますか。特にご意見

等なければ原案のとおり承認いただくことにご異議ございませんか。 

 

(異議なし) 

 

続いて、（２）令和２年度戸田市国民健康保険事業運営方針及び事業計画

（案）について、事務局より説明をお願いします。 

 

【案件（２）資料に基づき説明を行う。】 

 

事務局からの説明内容につきまして、ご意見等ございますか。 

 

資料２頁の２医療費の抑制・適正化対策事業の（１）につきまして、特定

健診とがん検診を同時に行えるよう、利用者の利便性の向上について何か行

っていますか。 
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事 務 局 

 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

 

 

会   長 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

会   長 

 

 

事 務 局 
 

 

 

会   長 

 

 

委   員 

 

会   長 

 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

特定健診とがん検診を一緒に受診していただけるように、ご案内を一緒に

お送りしております。 

 

ジェネリック医薬品の割合を教えて下さい。 

 

具体的な数字を現在持ち合わせておりませんが、国の目標値である、８０％

は超えております。（参考提供：令和元年１０月審査分における実績値８２．

１％、県内５位「埼玉県国民健康保険団体連合会」情報提供） 

 

歳入の確保に関連いたしまして、口座振替についてはどうでしょうか。口

座振替は銀行のみでしょうか。クレジットカードなどではできるのでしょう

か。 

 

クレジットカードもお使いいただけます。口座振替は、一つの手段といた

しまして、コンビニで支払うことのできる手段もあります。令和２年１月か

らペイビーという、スマートフォンのアプリでコンビニ用バーコードを読み

取り、予め設定している預金口座から即時引落しによる納付ができるという制

度も始めております。今後周知を図っていきたいと考えております。 

 

様々な支払方法が増えており、そのような口座振替を推進する工夫が今後

必要だと思われます。 

 

加入手続きの際に、キャッシュカードがあると口座振替の申し込みができ

ます。お手元のご用意で、口座振替ができるように工夫をしているところで

ございます。 

 

他にご意見等ございますか。特にご意見等なければ原案のとおり承認いた

だくことにご異議ございませんか。 

 

(異議なし)  

 

続いて、（３）令和２年度戸田市国民健康保険特別会計当初予算（案）につ 

いて、事務局より説明をお願いします。 

 

【案件（３）資料に基づき説明を行う。】 

 

事務局からの説明内容につきまして、ご意見等ございますか。 

 

資料１０頁の歳入の繰入金については、保険基盤安定繰入金と一般会計繰

入金はどちらが多いのでしょうか。 

 

１頁の歳入の５.繰入金に掲載のあるように、保険基盤安定繰入金が３３

５，４５５，０００円、その他一般会計繰入金が７０３，８４３，０００円

となっております。 

 

被保険者数はなぜ減少しているのでしょうか。 

 

まず一つは、高齢化の影響ですが、７５歳到達により国保から後期高齢者

医療保険へ移行する被保険者数が増えていること、次に、国が進めている被
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委   員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

委   員 

 

事 務 局 

 

委   員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

委   員 

 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

委   員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用者保険の適用拡大の進捗により社会保険等へ移行する被保険者が増えてい

ること、この２点が主な要因であると捉えております。なお、この被保険者

減少傾向は戸田市単独の状況ではありません。 

 

１頁の歳出の１．総務費.総務管理費の一般管理費が増えているが、システ

ムのへ対応ということで、業務の効率化のためと捉えてよろしいのでしょう

か。 

 

庁内の事務効率化よりむしろ、国全体での事業効率化のための制度改正で

す。オンライン資格確認と申しますが、現行の保険証番号に２桁付与して個

人単位の管理を行い、医療機関において保険資格がオンラインで確認できる

ような仕組みづくりを進めているものです。国保資格の悪用防止や行き違い

による返還金の発生の防止等に有効と考えられます。 

 

臨時的な予算なのでしょうか。 

 

令和２年度のみの臨時的な予算になります。 

 

  システムを改修したことにより、支出に対して、どれくらい効率化が図ら

れたのか費用対効果を気にしておいた方が良いのではないでしょうか。 

 

国全体の制度改正ですので、戸田市単独での費用対効果の測定は難しいと

思いますが、国における効果測定等の動向をチェックしていきたいと思いま

す。 

 

システムを導入して、かえってコストがかかるようでは意味がないのでは

ないでしょうか。 

 

国の指導に伴うシステム改修ということでよろしかったでしょうか。 

   

  国による制度改正ですので、国から補助金の交付を受けて、各市が同様に

システムの改修を行っております。医療機関の窓口における運用開始はもう

少し先になると思いますが、事業全体の効率化がどのような形で図られたか

を含め、国における検証等、注視してまいります。 

   

１頁の、その他一般会計繰入金が減っているところについて、引き続き、

一般会計からの繰入金の早期解消に向けて、医療費の適正化を進めていって

ほしいと思います。 

 

その他繰入金の状況について、補足いたします。国保財政不足分に相当す

るその他繰入金でございますが、補正予算後のもので、約６．９億円、当初

予算で約７億３８０万円ということで、７億円前後で推移しているところで

ございます。赤字解消計画の中で、令和元年度で７．８億円まで減らして、

以後、賦課限度額の改定などで、約３千万円毎減らし、計画の最終年度であ

る令和５年度には７．１億円を目指していくものになっております。現状は

その計画を既に上回っている状況でございます。ただ、高齢化により、一人

あたりの医療費が増加傾向にあり、楽観はできませんので、計画との整合性

について、チェックしてまいりたいと考えております。 
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委   員 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

 

委   員 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

 

 

 

会   長 

 

事 務 局 

 

会   長 

 

 

委   員 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

会   長 

 

 

事 務 局 

歳出の部分について、市民医療センター分は入っているのでしょうか。 

 

市民医療センター分の支出はありません。 

 

他にご意見等ございますか。特にご意見等なければ原案のとおり承認いた

だくことにご異議ございませんか。 

 

(異議なし)  

 

続いて、その他の案件について事務局より何かございますか。 

 

それでは、事務局より２件ございます。 

 

１件目【台風第１９号の災害救助法による、保険税の減免及び一部負担金

免除について説明】 

 

では、２件目について、事務局より説明をお願いします。 

 

【税制改正について市長専決になる旨を説明】 

 

ありがとうございました。事務局からの説明内容につきまして、ご意見等 

ございますか。 

 

 全国健康保険協会では、保険の資格を喪失しているが、保険証を返されず

に使ってしまった方などが多く見られます。保険証を返却するように促す通

知や、７割分を請求する通知などの送付割合が年々増えているのですが、戸

田市では、どのような対応をされていますでしょうか。 

 

市民の方に対して、７割分を請求する通知を送付し、お支払いしていただ

いた後、本来加入されている保険に７割分を請求していただくという事務を

進めております。しかし、件数が多いことから、医療機関への返戻ができる

ものや医療費の高いものから順次対応を行っている現状であります。 

 

他にご意見等ございますか。ご意見等がなければ、以上をもちまして本日

の審議案件は全て終了となります。議事進行の方を事務局にお返しします。 

 

会長、議事進行どうもありがとうございました。 

 

閉会のあいさつ 


	会議録 (出席状況等)R02.02.07
	会議録 (R02.02.07)（署名あり）




 
令和元年度 第４回 


戸田市国民健康保険運営協議会 


会 議 次 第 
 


 


日 時 令和２年２月７日（金）午後２時～ 


場 所 市役所７階 第５委員会室 


 


 


１．開 会 


 


２．案件審議 


 （１）令和元年度戸田市国民健康保険特別会計補正予算（案）について 


 （２）令和２年度戸田市国民健康保険事業運営方針及び事業計画（案）について 


 （３）令和２年度戸田市国民健康保険特別会計当初予算（案）について 


 


３．その他 


 


４．閉 会 


 








案件（１） 


令和元年度 


戸田市国民健康保険特別会計補正予算(案)について 


令和２年２月７日 







　　　　　                                                           令和元年度　　戸田市国民健康保険特別会計３月補正予算(案)概要
　【歳　入】 　【歳　出】 （単位：円）


款 項　　　　　　　　　　　目 元年度３月補正前 元年度３月補正後 比　較 伸び率（%） 款 項　　　　　　　　　　　目 元年度３月補正前 元年度３月補正後 比　較 伸び率（%）


1 国民健康保険税 2,668,118,000 2,660,678,000 -7,440,000 -0.28 1 総　務　費 86,311,000 86,311,000 0 0.00


一般被保険者 2,658,322,000 2,658,322,000 0 0.00 　　　総務管理費 55,320,000 55,320,000 0 0.00


       現年度分 2,435,523,000 2,435,523,000 0 0.00 一般管理費 53,725,000 53,725,000 0 0.00


医療分 1,766,433,000 1,766,433,000 0 0.00 連合会負担金 1,595,000 1,595,000 0 0.00


後期高齢者支援分 470,990,000 470,990,000 0 0.00 　　　徴税費 29,756,000 29,756,000 0 0.00


介護分 198,100,000 198,100,000 0 0.00 　　　運営協議会費 1,235,000 1,235,000 0 0.00


　　　滞納繰越分 222,799,000 222,799,000 0 0.00 2 保険給付費 7,449,294,000 7,449,294,000 0 0.00


医療分 158,067,000 158,067,000 0 0.00 　　　療養諸費 6,505,333,000 6,505,333,000 0 0.00


後期高齢者支援分 43,678,000 43,678,000 0 0.00 一般被保険者療養給付費 6,377,298,000 6,377,298,000 0 0.00


介護分 21,054,000 21,054,000 0 0.00 退職被保険者等療養給付費 30,488,000 30,488,000 0 0.00


退職被保険者 9,796,000 2,356,000 -7,440,000 -75.95 一般被保険者療養費 80,807,000 80,807,000 0 0.00


　　　現年度分 8,614,000 1,174,000 -7,440,000 -86.37 退職被保険者等療養費 395,000 395,000 0 0.00


医療分 6,043,000 771,000 -5,272,000 -87.24 審査支払手数料 16,345,000 16,345,000 0 0.00


後期高齢者支援分 1,385,000 243,000 -1,142,000 -82.45 　　　高額療養費 840,843,000 840,843,000 0 0.00


介護分 1,186,000 160,000 -1,026,000 -86.51 一般被保険者高額療養費 832,013,000 832,013,000 0 0.00


　　　滞納繰越分 1,182,000 1,182,000 0 0.00 退職被保険者等高額療養費 6,730,000 6,730,000 0 0.00


医療分 778,000 778,000 0 0.00 一般被保険者高額介護合算療養費 2,000,000 2,000,000 0 0.00


後期高齢者支援分 213,000 213,000 0 0.00 退職被保険者等高額介護合算療養費 100,000 100,000 0 0.00


介護分 191,000 191,000 0 0.00 　　　移送費 200,000 200,000 0 0.00


2 使用料及び手数料 34,000 34,000 0 0.00 一般被保険者移送費 150,000 150,000 0 0.00


手数料 34,000 34,000 0 0.00 退職被保険者等移送費 50,000 50,000 0 0.00


0 　　　出産育児諸費 94,968,000 94,968,000 0 0.00


0 出産育児一時金 94,920,000 94,920,000 0 0.00


0 支払事務手数料 48,000 48,000 0 0.00


0 　　　葬祭諸費 7,950,000 7,950,000 0 0.00


3 県支出金 7,493,650,000 7,493,650,000 0 0.00 葬祭費 7,950,000 7,950,000 0 0.00


　　　県負担金・補助金 7,493,649,000 7,493,649,000 0 0.00 3 国民健康保険事業費納付金 3,810,281,000 3,810,281,000 0 0.00


普通交付金 7,346,376,000 7,346,376,000 0 0.00 　　　医療給付分 2,626,860,000 2,626,860,000 0 0.00


特別交付金 147,272,000 147,272,000 0 0.00 一般被保険者医療給付費分 2,624,310,000 2,624,310,000 0 0.00


過年度分 1,000 1,000 0 0.00 退職被保険者等医療給付費分 2,550,000 2,550,000 0 0.00


財政安定化基金支出金 1,000 1,000 0 0.00 　　　後期高齢者支援金分 873,786,000 873,786,000 0 0.00


財政安定化基金支出金 1,000 1,000 0 0.00 一般被保険者後期高齢者支援金等分 872,992,000 872,992,000 0 0.00


4 財産収入 57,000 124,000 67,000 117.54 退職被保険者等後期高齢者支援金等分 794,000 794,000 0 0.00


財産運用収入 57,000 124,000 67,000 117.54 　　　介護納付金分 309,635,000 309,635,000 0 0.00


5 繰　入　金 1,281,414,000 1,172,053,000 -109,361,000 -8.53 4 保健事業費 200,796,000 200,796,000 0 0.00


　　　一般会計繰入金 1,281,413,000 1,172,052,000 -109,361,000 -8.53 特定健診等事業費 113,476,000 113,476,000 0 0.00


保険基盤安定繰入金 335,736,000 354,818,000 19,082,000 5.68 保健事業費 87,320,000 87,320,000 0 0.00


出産育児一時金繰入金 63,280,000 63,280,000 0 0.00 5 基金積立金 57,000 124,000 67,000 117.54


事務費繰入金 63,899,000 63,899,000 0 0.00 基金積立金 57,000 124,000 67,000 117.54


その他一般会計繰入金 818,498,000 690,055,000 -128,443,000 -15.69 6 公債費 576,000 576,000 0 0.00


　　　財政調整基金繰入金 1,000 1,000 0 0.00 公債費 576,000 576,000 0 0.00


6 繰　越　金 105,879,000 173,124,000 67,245,000 63.51 7 共同事業拠出金 3,000 3,000 0 0.00


繰越金 105,879,000 173,124,000 67,245,000 63.51 共同事業拠出金 3,000 3,000 0 0.00


7 諸　収　入 53,536,000 101,794,000 48,258,000 90.14 8 諸支出金 54,370,000 54,370,000 0 0.00


延滞金及び過料 41,200,000 41,200,000 0 0.00 　　　　償還金及び還付加算金 54,370,000 54,370,000 0 0.00


市預金利子 10,000 10,000 0 0.00 一般被保険者保険税還付金 22,589,000 22,589,000 0 0.00


貸付金元利収入（出産資金貸付金） 672,000 672,000 0 0.00 退職被保険者等保険税還付金 501,000 501,000 0 0.00


　 雑　 　　入 11,654,000 59,912,000 48,258,000 414.09 償還金 31,280,000 31,280,000 0 0.00


8 国庫支出金 0 1,298,000 1,298,000 -- 9 予備費 1,000,000 1,000,000 0 0.00
繰越金 0 1,298,000 1,298,000 -- 予備費 1,000,000 1,000,000 0 0.00


合　　　　　　　　　　   計 11,602,688,000 11,602,755,000 67,000 0.00 合　　　　　　　　　　   計 11,602,688,000 11,602,755,000 67,000 0.00
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○令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）（案）の概要


（単位　：　千円）


款 項目 補正前 補正額 補正後 補正理由 款 項目 補正前 補正額 補正後 補正理由


　1　国民健康保険税 　5　基金積立金


1-2　退職被保険者等国
民健康保険税 9,796 ▲ 7440 2,356


1-1　財政調整基金積立金
57 67 124


　４　財産収入


1-1　利子及び配当金
57 67 124


予算額を上回る運用益が見
込まれるため補正


　５　繰入金


1-1（節1） 保険基盤安定
繰入金 335,736 19082 354,818


実績に基づき算定し、増額
分を補正


1-1（節4）その他一般会
計繰入金 818,498 ▲ 128443 690,055


補正後歳入合計額が歳出合
計額を上回ったため補正


　６　繰越金


1-1 繰越金
105,879 67245 173,124 前年度決算額に基づき補正


　７　諸収入


4-4一般被保険者返納金
4,000 46922 50,922


医療機関からの返還見込額
に基づき補正


4-5退職被保険者等返納
金 1 1336 1,337


医療機関からの返還見込額
に基づき補正


　８　国庫支出金


1-1国保制度関係業務事
業費補助金 0 1298 1,298


国補助金の交付決定を受け
て補正


11,602,688 67 11,602,755 11,602,688 67 11,602,755


※補正前・補正後の合計欄は予算全体の合計金額です。


合計


歳　　　　入


合計


歳　　　　出


実績からの精査により補正
予算額を上回る運用益が見
込まれるため補正
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議案第１６号


令和元年度戸田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 


令和元年度戸田市の国民健康保険特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 


（歳入歳出予算の補正） 


第１条 既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１，６０２，７５５千円とする。 


２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 


令和２年２月１９日提出


戸田市長 菅 原 文 仁
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案件（２） 


令和２年度戸田市国民健康保険事業運営方針


及び事業計画（案）について 


  令和２年２月７日 







令和２年度戸田市国民健康保険事業運営方針及び事業計画 


◎事業運営方針


 国民健康保険制度は、国民皆保険制度のうち地域保険部分を担い、地域住民の医療を


確保し健康を保持増進するうえで、重要な役割を果たしています。国民健康保険では、


高齢化や医療の高度化により一人当たり医療費が増加傾向にあり、また、職域保険など


の状況と比較して医療サービスの利用頻度が高く、その一方で、財政基盤がぜい弱であ


るという構造上の課題を抱えています。このことから、戸田市の国民健康保険財政にお


いても、慢性的な歳入不足が生じており、一般会計から法定外の繰り入れを行うなど、


大変厳しい財政運営が続いています。 


 平成３０年度から国民健康保険の都道府県化（広域化）が行われており、各自治体は


県に納付金を納め、県は各自治体に医療費の支払いの原資となる交付金を交付する仕組


みとなりました。これにより、医療費支払いにおける財政安定化が図られましたが、本


市においては、国保加入者の所得水準が県内標準より高いことから納付金の負担が大き


く、厳しい財政状況が続いています。 


 このため、歳出要因と歳入要因、両面の課題に向き合いながら、国民健康保険の財政


運営を行っていく必要があり、今年度の事業運営は、被保険者の医療を安定的に確保す


るため、歳出の抑制と歳入の確保に配慮し、持続可能な国民健康保険運営を図ります。 


 歳出の抑制対策については、医療費において生活習慣病やそれらが重症化した疾病の


医療費が大きいことから、保健事業の促進に努めます。 


 保健事業の柱としては、４０歳以上の被保険者を対象者とした特定健康診査・特定保


健指導について積極的に周知し、健診受診率及び指導実施率の向上を図ります。 


 また、保健事業実施計画（データヘルス計画）に基づき、糖尿病性腎症重症化予防事


業、重複・頻回受診者への保健指導事業を実施し、被保険者の健康増進及び医療費抑制


を推進します。 


 また、医療費の適正化として、資格の適用適正化やレセプト等の点検の充実強化を図


るとともに、ジェネリック医薬品利用差額通知等を実施します。 


 歳入の確保については、国民健康保険加入時の口座振替促進など、国民健康保険税の


収納率向上を図るとともに、国民健康保険税算定や軽減適用の正確性を確保するため、


適正な所得把握に努めます。また、医療費や被保険者の動向、埼玉県国保広域化の進捗


等を注視し、必要に応じて、令和３年度以降の国民健康保険の運営や国民健康保険税の


在り方について研究を進めます。 
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◎ 事業計画


１ 受診時の利便性向上と負担適正化の取組


 病院窓口でのオンラインでの資格確認など、病院受診における被保険者の利便性や保


険者の負担適正化に資する制度改正の準備が国において進んでおり、これに向けた準備


作業を進めます。具体的には、保険証の被保険者番号を２ケタ追加して、８ケタで管理


するため、システム改修等を進めます。また、旧被扶養者に対する減免期間について、


国の基準にあわせた見直しを行います。 


２ 医療費の抑制・適正化対策事業 


（１）特定健康診査・特定保健指導（診療情報提供事業を含む）


（２）医療費通知


（３）レセプト（医科・調剤）点検及び資格点検


（４）歯科レセプト・入院レセプト・柔道整復療養費支給申請書点検


（５）ジェネリック医薬品利用差額通知


（６）重複受診・頻回受診・重複服薬者に対する保健指導事業


（７）糖尿病性腎症重症化予防事業


（８）健診異常値放置者受診勧奨事業


（９）生活習慣病治療中断者受診勧奨事業


３ 特定健康診査・特定保健指導の充実 


（１）現状・目標等


（令和２年度の目標）※第３期戸田市国民健康保険特定健康診査等実施計画による 


項 目 特定健康診査 特定保健指導 


対 象 者 １７，１１６人 １，２３４人 


目標（受診率・実施率）  ５０％  ３０％ 


実 施 期 間      ６月～１０月 ９月～翌年３月 


  実 施 場 所 蕨戸田市医師会加入医療機関 戸田市福祉保健センター 


自 己 負 担 額 無 料 無 料 


（２）受診率等の分析


別紙のとおり 


（３）実施方法


令和２年６月中旬～１０月末 蕨戸田市医師会加入医療機関にて特定健診開始 


４ 制度啓発の推進 


（１）「国保のしおり」の発行 
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（２）「広報戸田市」「戸田市ＨＰ」による特定健診の周知、医療費の状況の周知 


（３）ジェネリック医薬品希望シールの配布


（４）イベント実施による保健事業のＰＲ


【参考】 


・戸田市国民健康保険加入状況


年度 


区分 


平成３０年度当初 令和元年度当初 令和元年１２月末 


実績 前年度比 実績 前年度比 実績 前年度比 


市世帯数 64,357 世帯 101.6％ 65,281 世帯 101.4% 65,881 世帯 100.9% 


市人口 138,960 人 100.9％ 139,770 人 100.6% 140,642 人 100.6% 


被


保


険


者 


世帯数 18,310 世帯 97.0％ 17,758 世帯 96.9% 17,513 世帯 98.6% 


被保険者 28,427 人 94.6％ 27,129 人 95.4% 26,485 人 97.6% 


内


訳 


一般 28,302 人 95.1％ 27,107 人 95.8% 26,484 人 97.7% 


退職   125 人 46.0％ 22 人 17.6% 1 人 4.5% 


・税率等推移


平成 29 年度 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 


医療分 


（Ｈ２３より


２方式） 


所 得 割 6.6％ 8.0％ 8.0％ 8.0％ 


均 等 割 18,000 円 20,000 円 20,000 円 20,000 円 


賦課限度額 520,000 円 540,000 円 580,000 円 610,000 円 


後期高齢者支


援金分 


（Ｈ２０～） 


所 得 割 1.35％ 1.60％ 1.60％ 1.60％ 


均 等 割 9,000 円 9,500 円 9,500 円 9,500 円 


賦課限度額 170,000 円 190,000 円 190,000 円 190,000 円 


介護納付金分


（Ｈ１２～） 


所 得 割 1.2％ 1.42％ 1.42％ 1.42％ 


均 等 割 11,500 円 12,500 円 12,500 円 12,500 円 


賦課限度額 160,000 円 160,000 円 160,000 円 160,000 円 
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（１）健診データの分析


① 特定健康診査受診率


 


 


 


 


 


 


【図表 1】特定健診受診率の推移 出典：法定報告 


② 年齢階級別・性別特定健康診査の受診状況


 


 


 


【図表２】 平成３０年度年齢階級別・性別受診率 出典：法定報告 


・特定健診受診率は、市町村平均を上回っているが、平成３０年度は前年度から微減し、第３期戸田市特


定健康診査等実施計画の目標値（平成３０年度目標値：４５％）には達していない。


・平成２６年度から電話での受診勧奨（業者委託）を開始し、平成２６年度は前年度より４.５ポイント上


昇した。その後の伸び率は緩やかであるが、電話勧奨は一定の効果があると思われる。


・平成２８年度から生活習慣病等で医療機関に受診している人から特定健診に相当する検査データを提供


してもらう、診療情報提供事業を開始した。


・平成３０年度は、４０歳代の未受診者に対し、特定健診期間（６月から１０月まで）終了後に再実施期


間（１月から２月の３週間程度）を設け、未受診者への受診勧奨の一環として実施した。


・平成３０年度の年齢階級別・性別の特定健診受診率は、女性や年齢の高い人で受診率が高い傾向にある。


特に男性の若い世代では、受診率は３割に満たない状況にある。また、女性と男性で比較すると、女性


の方がどの年齢も高くなっており、５０歳～６４歳では１０ポイント以上の差がある。


・特定健診を受診している人は継続して受診できるよう働きかける必要がある。


・若い世代の受診率を向上することは課題である。若い世代に働きかけを行い、特定健診受診を定着化さ


せることで、将来的な生活習慣病の発症や重症化を予防する。


別紙


市町村計 40.3％ 


戸田市合計 44.8％ 
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③ 月別特定健診受診者の状況


 


 


 


【図表３】月別特定健診受診者の割合 出典：法定報告 


④地区別特定健診受診率


 


【図表４】地区別受診率   出典：法定報告 


・地区別にみると、笹目及び美女木地区の受診率が他の地区に比べて低いが、平成３０年度は他の地区が


微減に対し、笹目地区・美女木地区は伸びている。


・月別受診者の割合をみると、特定健診を開始してすぐに受診する人の割合は低い。


・９月及び１０月の実施期間終了間際は６割を超える人が占めている。


・終了間際の受診が多いことは、心理的に受診期間が終了してしまうことへの焦りから、かけこみ受診が


増えること、また受診勧奨通知が届いたことによる受診が増えること、夏の暑い時期の受診を避け、季


節的に外に出やすくなる時期に受診していることも考えられる。


・早い時期に受診することは、連合会の受診者データへの反映時期も早くなり、受診勧奨対象者が絞りや


すくなる。また、階層化による特定保健指導の対象者の把握や保健指導の実施にも早期から取り組める。 


※下戸田地区：喜沢、喜沢南、中町、下戸田、下前、川岸１・２


上戸田地区：川岸３、本町、南町、戸田公園、上戸田、大字上戸田


新曽地区：新曽南、氷川町、大字新曽


笹目地区：笹目北町、笹目南町、早瀬、笹目、大字下笹目


美女木地区：美女木、美女木東、大字美女木
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⑤受診者に対する勧奨方法及び効果


【表５】 平成３０年度受診者に対する勧奨方法及び効果（法定報告値） （人） 


※電 話：勧奨できたもののみ集計し、架電対象とした本人以外の同世帯の家族も計上。 


※勧奨なし：電話勧奨できなかったもの（不出等）含むを計上。


※複数回の勧奨を実施し、勧奨後に受診した場合は、受診前に実施した方で計上。


例）電話・１回目通知→電話後で１回目通知前の受診→電話後


・平成３０年度受診者（法定報告値）に対し、どのような勧奨を実施したか、また受診に結びついたと思わ


れる勧奨方法について検証した。勧奨方法が電話のみだった人の内、８割が電話による勧奨の後に受診を


している。電話及び通知等の複数回の勧奨は、１回のみの勧奨に比べ受診に結びついている可能性が高い。 


・どの勧奨方法においても、勧奨後の受診者の割合が高く、個人や世帯に対しての勧奨は意義があると言え


る。勧奨の対象者の選定や勧奨方法を検討し、精度をあげて勧奨し、更に受診に結びつくような働きかけ


をする必要がある。


・電話勧奨は受診率向上に寄与する取り組みであるが、近年は詐欺の電話も多くあることから、対象者の年


齢や健診受診歴等に応じて、他の受診勧奨を優先する等の見直しも必要である。
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（２）特定健診の取り組みの状況と効果


【表６】特定健診の取り組みの状況


 


 


（３）今後の受診率向上に向けた取り組み


取り組み名 対象者 内容 


電話勧奨（委託） 


特定健診対象者のいる世帯 


（初めて対象となる人、過去の受診歴


の有無、年齢、地区などを考慮） 


世帯に対し架電し、特定健診の受診を勧める 


・過去に受診歴のない人には期間内の受診勧奨


・過去に受診歴のある人には早期受診勧奨


※近年は詐欺の電話も多くあるため、対象者の年齢や


健診受診歴等に応じて、通知による受診勧奨を優先


する等の見直しを実施


受診勧奨通知 


特定健診対象者の内、未受診の人 


（初めて対象となる人、過去の受診歴


の有無、年齢、地区などを考慮） 


未受診者に封書やはがきで計２回受診を勧奨する 


早期受診促進 特定健診対象者 
啓発活動（受診券送付物、イベント、電話勧奨等）に


より早期受診を促し、早期受診者に対し、粗品を進呈 


継続的な受診の促進 特定健診受診歴のある特定健診対象者 
継続した受診を促し、３年連続受診者に対し、粗品を


進呈 


新規の受診促進 
特定健診受診歴のない（または過去３


年間にない）特定健診対象者 


新規（または４年以上振り）の受診を促し、新規（ま


たは４年以上振り）受診者に対し、粗品を進呈 


受診促進キャンペー


ン 


特定健診対象者 


市民全般 


特定健診等の受診を促し、自身の健康や生活習慣を振


り返る機会として、健康に関するイベントを実施する 


（早期受診促進も兼ねる） 


啓発活動 
特定健診対象者 


市民全般 


広報・ホームページへの掲載、受診券送付者へのパン


フレットへの掲載、ポスター・のぼり旗の掲示、健康


福祉の杜まつり・健康に関する教室（減塩セミナー・


出前講座等）等において、特定健診の受診を促し、生


活習慣改善等への意識啓発を行う 


特定保健指導についても啓発する 


H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度
形態
時期


ポスター
掲示


受診勧奨
はがき


受診勧奨変更
１回目：通知
２回目：はがき


町会回覧
庁内での受診
促進イベント


健康フェスティバル


での啓発


ふるさと祭りで
の啓発


健康福祉の杜まつり


での啓発


電話勧奨


診療情報
提供事業


特定健診再実施
４０歳代
１～２月


早期受診者への


粗品進呈（抽選）


新規受診者への
粗品進呈（抽選）


連続受診者への


粗品進呈（抽選）


健康に関する


教室等での
受診勧奨・啓発


予算上の
取り組み


健診項目に血清


クレアチニン・尿酸


を追加


自己負担金


（８００円）の


無料化


（全額公費負担）


電話勧奨委託


（委託）


診療情報


提供事業
（委託）


実施体制上の


取り組み


がん検診との


同時実施可能


日曜健診
開始


個別健診・６月～１０月


受
診
勧
奨
の
取
り
組
み
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案件（３） 


令和２年度 


戸田市国民健康保険特別会計当初予算(案)について 


令和２年２月７日 







1. 令和２年度　　戸田市国民健康保険特別会計当初予算（案）概要
　【歳　入】 　【歳　出】 （単位：円）


款 項 目 令和２年度当初予算 令和元年度当初予算 比　較 伸び率（%） 款 項 目 令和２年度当初予算 令和元年度当初予算 比　較 伸び率（%）


1 国民健康保険税 2,463,560,000 2,668,118,000 -204,558,000 -7.67 1 総　務　費 97,845,000 85,013,000 12,832,000 15.09


一般被保険者 2,463,187,000 2,658,322,000 -195,135,000 -7.34 　　　総務管理費 62,169,000 54,022,000 8,147,000 15.08


       現年度分 2,251,168,000 2,435,523,000 -184,355,000 -7.57 一般管理費 60,719,000 52,427,000 8,292,000 15.82


医療分 1,631,899,000 1,766,433,000 -134,534,000 -7.62 連合会負担金 1,450,000 1,595,000 -145,000 -9.09


後期高齢者支援分 438,345,000 470,990,000 -32,645,000 -6.93 　　　徴税費 34,445,000 29,756,000 4,689,000 15.76


介護分 180,924,000 198,100,000 -17,176,000 -8.67 　　　運営協議会費 1,231,000 1,235,000 -4,000 -0.32


　　　滞納繰越分 212,019,000 222,799,000 -10,780,000 -4.84 2 保険給付費 6,723,028,000 7,449,294,000 -726,266,000 -9.75


医療分 151,434,000 158,067,000 -6,633,000 -4.20 　　　療養諸費 5,815,223,000 6,505,333,000 -690,110,000 -10.61


後期高齢者支援分 40,703,000 43,678,000 -2,975,000 -6.81 一般被保険者療養給付費 5,725,146,000 6,377,298,000 -652,152,000 -10.23


介護分 19,882,000 21,054,000 -1,172,000 -5.57 退職被保険者等療養給付費 2,000,000 30,488,000 -28,488,000 -93.44


退職被保険者 373,000 9,796,000 -9,423,000 -96.19 一般被保険者療養費 72,234,000 80,807,000 -8,573,000 -10.61


　　　現年度分 3,000 8,614,000 -8,611,000 -99.97 退職被保険者等療養費 200,000 395,000 -195,000 -49.37


医療分 1,000 6,043,000 -6,042,000 -99.98 審査支払手数料 15,643,000 16,345,000 -702,000 -4.29


後期高齢者支援分 1,000 1,385,000 -1,384,000 -99.93 　　　高額療養費 824,446,000 840,843,000 -16,397,000 -1.95


介護分 1,000 1,186,000 -1,185,000 -99.92 一般被保険者高額療養費 820,846,000 832,013,000 -11,167,000 -1.34


　　　滞納繰越分 370,000 1,182,000 -812,000 -68.70 退職被保険者等高額療養費 1,000,000 6,730,000 -5,730,000 -85.14


医療分 258,000 778,000 -520,000 -66.84 一般被保険者高額介護合算療養費 2,500,000 2,000,000 500,000 25.00


後期高齢者支援分 56,000 213,000 -157,000 -73.71 退職被保険者等高額介護合算療養費 100,000 100,000 0 0.00


介護分 56,000 191,000 -135,000 -70.68 　　　移送費 200,000 200,000 0 0.00


2 使用料及び手数料 34,000 34,000 0 0.00 一般被保険者移送費 150,000 150,000 0 0.00


手数料 34,000 34,000 0 0.00 退職被保険者等移送費 50,000 50,000 0 0.00


3 県支出金 6,803,514,000 7,493,650,000 -690,136,000 -9.21 　　　出産育児諸費 76,059,000 94,968,000 -18,909,000 -19.91


　　　県負担金・補助金 6,803,513,000 7,493,649,000 -690,136,000 -9.21 出産育児一時金 76,020,000 94,920,000 -18,900,000 -19.91


普通交付金 6,639,869,000 7,346,376,000 -706,507,000 -9.62 支払事務手数料 39,000 48,000 -9,000 -18.75


特別交付金 163,643,000 147,272,000 16,371,000 11.12 　　　葬祭諸費 7,100,000 7,950,000 -850,000 -10.69


過年度分 1,000 1,000 0 0.00 葬祭費 7,100,000 7,950,000 -850,000 -10.69


財政安定化基金支出金 1,000 1,000 0 0.00 3 国民健康保険事業費納付金 3,485,272,000 3,836,979,000 -351,707,000 -9.17


財政安定化基金支出金 1,000 1,000 0 0.00 　　　医療給付分 2,320,085,000 2,616,819,000 -296,734,000 -11.34


4 財産収入 42,000 57,000 -15,000 -26.32 一般被保険者医療給付費分 2,319,826,000 2,614,081,000 -294,255,000 -11.26


財産運用収入 42,000 57,000 -15,000 -26.32 退職被保険者等医療給付費分 259,000 2,738,000 -2,479,000 -90.54


5 繰　入　金 1,137,249,000 1,281,414,000 -144,165,000 -11.25 　　　後期高齢者支援金分 809,519,000 874,709,000 -65,190,000 -7.45


　　　一般会計繰入金 1,137,248,000 1,281,413,000 -144,165,000 -11.25 一般被保険者後期高齢者支援金等分 809,462,000 873,852,000 -64,390,000 -7.37


保険基盤安定繰入金 335,455,000 335,736,000 -281,000 -0.08 退職被保険者等後期高齢者支援金等分 57,000 857,000 -800,000 -93.35


出産育児一時金繰入金 50,680,000 63,280,000 -12,600,000 -19.91 　　　介護納付金分 355,668,000 345,451,000 10,217,000 2.96


事務費繰入金 47,270,000 63,899,000 -16,629,000 -26.02 4 保健事業費 195,771,000 200,796,000 -5,025,000 -2.50


その他一般会計繰入金 703,843,000 818,498,000 -114,655,000 -14.01 特定健診等事業費 109,572,000 113,476,000 -3,904,000 -3.44


　　　財政調整基金繰入金 1,000 1,000 0 0.00 保健事業費 86,199,000 87,320,000 -1,121,000 -1.28


6 繰　越　金 100,000,000 100,000,000 0 0.00 5 基金積立金 42,000 57,000 -15,000 -26.32


繰越金 100,000,000 100,000,000 0 0.00 基金積立金 42,000 57,000 -15,000 -26.32


7 諸　収　入 52,505,000 53,536,000 -1,031,000 -1.93 6 公債費 576,000 576,000 0 0.00


延滞金及び過料 41,200,000 41,200,000 0 0.00 公債費 576,000 576,000 0 0.00


市預金利子 10,000 10,000 0 0.00 7 共同事業拠出金 3,000 3,000 0 0.00


貸付金元利収入（出産資金貸付金） 672,000 672,000 0 0.00 共同事業拠出金 3,000 3,000 0 0.00


　 雑　 　　入 10,623,000 11,654,000 -1,031,000 -8.85 8 諸支出金 53,367,000 23,091,000 30,276,000 131.12


合 計 10,556,904,000 11,596,809,000 -1,039,905,000 -8.97 　　　　償還金及び還付加算金 53,367,000 23,091,000 30,276,000 131.12


一般被保険者保険税還付金 21,783,000 22,589,000 -806,000 -3.57


退職被保険者等保険税還付金 304,000 501,000 -197,000 -39.32


償還金 31,280,000 1,000 31,279,000 －


9 予備費 1,000,000 1,000,000 0 0.00
予備費 1,000,000 1,000,000 0 0.00


合 計 10,556,904,000 11,596,809,000 -1,039,905,000 -8.97
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２．　令和２年度当初予算歳入歳出総括表


歳入 歳出 （単位　千円）


②県支出金 6,803,514


④繰越金


③繰入金


①国民健康保険税 ①総務費


②保険給付費


④保健事業費


1,137,249


100,000


6,723,028


2,463,560 97,845


195,771


3,485,272③国民健康保険事業費納付金


10,556,904合計 合計10,556,904


54,988⑤その他 ⑤その他52,581
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1


歳 入


0%


10%
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30%


40%


50%


60%


70%


80%


90%


100%


1


歳 出


②保険給付費
6,723,028千円


（63.7％）


③国民健康保険
事業費納付金
3,485,272千円


（33.0％）


①総務費
97,845千円（0.9％）


④保健事業費
195,771千円（1.9％）⑤その他


54,988千円（0.5％）


①国民健康保険税
2,463,560千円


（23.3％）


②県支出金
6,803,514千円


（64.4％）


③繰入金
1,137,249千円


（10.8％）


④繰越金
100,000千円（0.9％） ⑤その他


52,581千円（0.6％）
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３．　年度別当初予算比較（歳入）
（単位　千円）


平成３０年度


予算額 予算額 対前年度伸び率 予算額 対前年度伸び率


①国民健康保険税 2,848,752 2,668,118 -6.34% 2,463,560 -7.67%


②国庫支出金 1 0 -100.00% 0 -


③療養給付費交付金 1 0 -100.00% 0 -


④県支出金 7,740,422 7,493,650 -3.19% 6,803,514 -9.21%


⑤繰入金 1,580,530 1,281,414 -18.93% 1,137,249 -11.25%


⑥その他 153,599 153,627 0.02% 152,581 -0.68%


合計 12,323,305 11,596,809 -5.90% 10,556,904 -8.97%


※グラフ内の％は構成比


令和元年度 令和２年度


0


2,000,000


4,000,000


6,000,000


8,000,000


10,000,000


12,000,000


14,000,000


平成３０年度 令和元年度 令和２年度


(千円) 年度別当初予算比較（歳入）


①国民健康保険税


④県支出金


⑤繰入金


⑥その他


12,323,305千円


①23.1％


①23.3％


④64.5％


④62.8％


⑤10.8％
⑤12.8％


⑧1.5％
⑥1.3％


11,596,809千円


10,556,904千円


①23.0％


④64.6％


⑤11.1％


⑥1.3％
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４．　年度別当初予算比較（歳出）
（単位　千円）


平成３０年度


予算額 予算額 対前年度伸び率 予算額 対前年度伸び率


①保険給付費 7,710,679 7,449,294 -3.39% 6,723,028 -9.75%


②国民健康保険事業費納付金 4,218,890 3,836,979 － 3,485,272 -9.17%


③保健事業費 195,040 200,796 2.95% 195,771 -2.50%


④その他 198,696 109,740 -44.77% 152,833 39.27%


合計 12,323,305 11,596,809 -5.90% 10,556,904 -8.97%


※グラフ内の％は構成比


令和元年度 令和２年度


0


2,000,000


4,000,000


6,000,000


8,000,000


10,000,000


12,000,000


14,000,000


平成３０年度 令和元年度 令和２年度


(千円) 年度別当初予算比較（歳出）


①保険給付費


②国民健康保険事業費納付金


③保健事業費


④その他


12,323,305千円


①64.2％
①62.6％


②34.2％


③1.7％
④0.9％④1.6％


③1.6％


11,596,809千円


②33.1％


10,556,904千円


①63.7％


②33.0％


③1.9％


④1.4％
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61,798 世帯 63,347 世帯 102.5 % 64,357 世帯 101.6 % 65,281 世帯 101.4 % 65,881 世帯 100.9 %


135,776 人 137,788 人 101.5 % 138,960 人 100.9 % 139,770 人 100.6 % 140,642 人 100.6 %


19,387 世帯 18,882 世帯 97.4 % 18,310 世帯 97.0 % 17,758 世帯 97.0 % 17,150 世帯 96.6 %


31,857 人 30,038 人 94.3 % 28,427 人 94.6 % 27,129 人 95.4 % 26,200 人 96.6 %


一般 31,351 人 29,766 人 94.9 % 28,302 人 95.1 % 27,107 人 95.8 % 26,200 人 96.7 %


退職 506 人 272 人 53.8 % 125 人 46.0 % 1 人 0.8 % 0 人 0.0 %


世帯 世帯 世帯 世帯


被保険者 被保険者 被保険者 被保険者


５．戸田市国民健康保険加入状況の推移


平成30年度 令和２年度


(年度当初実績) 前年度比前年度比 （年度当初見込）(年度当初実績)


市　人　口


世 帯 数


(年度当初実績)


被保険者


年　度


　　区　分


平成28年度


27.2%


令和元年度


(年度当初実績) 前年度比


平成29年度


被


保


険


者


内


訳


市世帯数


19.4%


26.0%


18.6%


28.5%


20.5%


前年度比


加


入


率


29.8%


21.8%


31.4%


23.5%


世帯


被保険者
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議案第２５号 


令和２年度戸田市国民健康保険特別会計予算 


令和２年度戸田市の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 


（歳入歳出予算） 


 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１０，５５６，９０４千円と定める。 


 ２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 


 （債務負担行為） 


 第２条 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、 


「第２表 債務負担行為」による。 


 （一時借入金） 


 第３条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は、８００，０００千円と定める。 


（歳出予算の流用） 


 第４条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 


（１）保険給付費の各項に計上された予算額に過不足を生じた場合における款内でのこれらの経費の各項の間の流用。


   令和２年２月１９日提出 


   戸田市長 菅 原 文 仁 
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